
初
期
。
〈
－
リ
佛
典
の
中
で
「
疑
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
は
種
々
で
あ
る
。

へ
叩
く
自
国
８
厨
は
も
ろ
も
ろ
の
テ
キ
ス
ト
を
通
じ
て
頻
出
す
る
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
の
辞
典
（
の
．
ぐ
．
乱
の
旨
８
冨
武
）
で
は
接
頭
字
員
を
否
定

の
意
に
と
り
《
ａ
印
‐
Ｈ
島
の
ｇ
］
○
口
》
と
解
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
￥
ブ
ッ
ダ
、
コ
ー
サ
の
ぐ
揖
四
薗
凰
嵐
○
○
冨
汁
冒
剖
冒
冨
８
颪
と
い
う
釈
（
ぐ
尉
日

令
胃
）
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
こ
の
○
房
］
Ｃ
Ｏ
目
（
Ｉ
計
時
胃
目
）
は
「
省
庖
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
治
癒
」
の
意
（
且
．
ｇ

＠
員
、
』
画
隠
・
水
野
「
心
識
論
」
五
八
九
。
ヘ
ー
ジ
）
に
取
る
ゞ
へ
き
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
釈
自
体
、
ミ
ミ
○
一
侭
堂
と
し
て
拠
る
、
へ
き
ほ
ど
の
も
の

で
は
あ
る
ま
い
。
多
分
こ
の
詔
は
、
原
義
「
識
別
し
よ
う
と
欲
す
る
」
貫
く
引
の
Ｑ
の
め
ａ
①
Ｈ
昌
司
の
）
か
ら
、
「
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
よ
う
と

す
る
」
「
思
い
惑
う
」
「
疑
惑
す
る
」
の
意
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
小
論
は
、
昭
和
四
十
年
度
真
宗
同
学
会
に
お
い
て
発
表
し
、
そ
の
概
要
が
大
谷
学
報
第
弘
巻
第
４
号
弱
ｌ
帥
・
ヘ
ー
ジ
に
載
せ
ら
れ
た
の
を
、

補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

初
期
パ
ー
リ
佛
典
に
見
え
る
「
疑
」
の
語
に
つ桜

い
－－戸

、
一且一

I
-12△

口

建
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の
語
根
く
劉
則
は
「
案
じ
催
れ
る
」
「
懸
念
す
る
」
「
疑
權
す
る
」
の
意
が
強
い
。
そ
こ
で
、
凰
冨
陸
は
ｇ
“
鼻
兵
怖
れ
る
）

と
並
べ
て
用
い
ら
れ
る
（
の
胃
澤
巨
）
。
名
詞
の
凰
圃
は
現
わ
れ
る
こ
と
極
め
て
稀
（
］
ぐ
巨
畠
な
ど
）
で
あ
る
。
〔
合
成
語
切
目
戸
冨
朋
胃
四

が
「
語
し
い
」
あ
る
い
は
「
語
し
さ
を
い
だ
き
な
が
ら
の
」
の
意
で
形
容
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
か
な
り
広
く
見
出
せ
る
２
旨

罫
麗
砕
の
冒
扁
？
Ⅱ
衿
壁
麗
④
ゞ
ご
昌
麗
』
①
言
・
》
④
』
ら
Ⅲ
Ⅱ
己
ぽ
巴
甲
Ⅱ
目
冒
叩
喝
罫
、
』
３
）
が
、
こ
の
語
を
、
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
の
言
澤
ハ
ノ
（
巨
星

昌
崖
、
〕
も
侭
穆
ぢ
ご
ご
と
く
、
切
目
穴
酔
と
３
国
と
か
ら
の
合
成
語
と
見
る
の
は
お
そ
ら
く
正
し
く
な
い
弓
目
の
目
。
．
》
の
．
く
．
の
：
冒
騨
‐

ｍ
３
３
）
。
胃
ご
置
き
に
見
え
る
３
口
丙
冒
の
ぐ
閏
四
な
る
語
形
が
こ
の
語
と
関
迎
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
か
ら
で
あ
る
筒
岳
①
鼻
。
冒

冒
。
．
．
⑳
．
ぐ
．
留
鳥
冒
習
胃
騨
‐
切
肖
脚
３
３
）
・
〕
接
頭
字
の
つ
い
た
鬮
砂
騨
鼻
兵
自
侭
』
旨
昌
司
ゞ
旨
ぐ
認
争
ゞ
の
言
・
）
や
冨
儲
騨
己
内
鼻
』
（
］
旨

巴
ｏ
、
の
言
．
）
も
時
を
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
共
に
「
怪
し
む
」
「
疑
い
を
か
け
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
。
名
詞
爵
§
厨
は
多

く
合
成
語
の
中
に
見
え
る
（
ｇ
①
８
３
房
旨
》
普
鴎
印
の
爵
：
富
』
国
〕
侭
態
穿
の
弓
弓
罫
巳
融
切
目
冨
ゞ
］
屋
震
）
。
圃
鳥
騨
己
畠
（
冨
員
く
曽
吟

口
騨
息
扇
》
の
ざ
・
）
冨
拭
」
切
目
嵐
３
（
く
日
〕
息
鹿
》
し
陸
旦
鵲
ゞ
①
什
。
．
）
な
ど
も
現
わ
れ
る
が
用
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
時
に
一
品
の
凰
匡
ロ
と

い
う
形
も
「
疑
陸
す
る
」
と
い
う
意
の
形
容
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
目
岳
》
ｓ
ロ
』
ぃ
ミ
ゞ
の
命
。
。
）
。

③
厨
房
目
は
奇
妙
な
語
で
あ
る
。
語
根
く
副
剴
劉
は
一
般
に
は
「
望
む
」
「
欲
す
る
」
「
：
…
・
で
あ
ろ
う
と
期
待
す
る
」
の
意
に

用
い
ら
れ
、
「
疑
う
」
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
佛
典
に
お
い
て
は
、
稀
に
「
欲
す
る
」
の
意
に
用
い

る
こ
と
も
あ
る
が
、
「
疑
う
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
断
然
多
い
。
い
ま
、
初
期
の
パ
ー
リ
佛
典
の
中
で
も
、
菌
呂
冨
は
、
か

な
り
頻
出
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
「
疑
」
の
意
で
あ
っ
て
「
欲
求
」
「
期
待
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
場
合
は
僅
か
（
例
え
ば
乱
圃
凰

冨
蔦
圃
画
ｇ
旨
Ｐ
且
ゅ
呂
鼠
…
い
○
盲
目
巴
温
：
唇
。
ｇ
冒
○
印
口
眉
昌
○
」
、
］
昌
曾
．
、
シ
は
こ
こ
の
５
房
目
を
冨
口
園
と
解
す
る
）
に
し
か
過
ぎ

な
い
。
も
っ
と
も
厨
医
日
百
国
丙
冒
は
（
〔
死
〕
時
の
至
る
を
待
つ
）
と
い
う
イ
デ
ィ
オ
ム
は
韻
文
の
テ
キ
ス
ト
の
中
に
何
度
か
現
わ
れ
る

（
胃
ｇ
＄
》
冒
侭
届
』
届
民
鄙
普
臼
穿
隆
囲
》
］
亀
）
。
ま
た
接
頭
字
君
亭
が
附
け
ば
常
に
「
望
む
」
「
欲
求
す
る
」
の
意
で
あ
る
令
息
‐

戸
四
．
丙
ず
い
賃
の
』
隠
弓
己
鼻
房
騨
口
丙
画
幽
》
し
画
扁
卸
勺
鼻
涛
四
口
丙
巨
ロ
》
冒
再
屋
屋
℃
鼻
房
四
口
戸
ぽ
い
》
⑳
ロ
や
雇
員
Ｉ
骨
ｇ
宮
汁
凹
ず
ぴ
画
》
の
ロ
ン
）
｝
シ
ご
弓
》
⑳
芦
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こ
の
よ
う
に
色
為
の
語
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
実
際
の
用
例
の
上
で
は
、

⑨
を
除
け
ば
他
は
、
各
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
方
が
異
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
お
の
お
の
か
あ
ま
り
殊
別
無
し
に

い
ず
れ
も
ほ
と
ん
ど
同
義
語
と
し
て
通
用
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
く
、
そ
れ
ら
の
中
の
い
ず
れ
か
二
語
を
並
令
へ
挙
げ
て
い
る
場
合
も
沢

山
あ
る
し
、
二
つ
の
語
を
結
合
し
て
合
成
語
と
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。

、
、

⑤
冨
計
冨
日
冨
昏
画
は
文
字
通
り
に
は
《
３
琶
掲
冒
弓
》
で
あ
る
か
ら
、
思
い
迷
っ
て
「
ど
う
し
よ
う
か
」

と
言
う
の
み
で
明
確
に
事
を
判
断
で
き
ぬ
状
態
を
意
味
す
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。

ｊ
｝

ゞ
化
３
日
笛
昌
騨
の
用
例
は
、
わ
ず
か
に
呂
旨
旨
閉
自
尉
亀
包
（
普
巨
届
》
鰐
は
腱
）
、
四
困
昌
留
胃
色
（
旨
］
い
顎
）

現
わ
れ
る
ほ
か
は
き
わ
め
て
稀
（
留
認
画
に
見
る
く
ら
い
か
）
で
あ
る
。

と
い
』
フ
の
で
あ
る
。

麓
〕
・
ぐ
隠
卸
己
騨
時
目
匡
旨
》
己
』
一
彦
閂
旨
路
》
①
命
。
。
）
し
、
号
冒
‐
が
附
い
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
（
号
三
富
己
冨
鼻
一
ゞ
留
日
っ
）
。
菌
昌
冒

の
語
が
「
疑
」
の
義
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、
あ
る
い
は
「
〔
は
っ
き
り
知
っ
て
い
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
知
ろ
う
と
〕
欲
す
る
」
と

い
う
意
か
ら
出
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
具
旨
。
。
目
目
百
房
目
農
息
匡
昌
目
君
国
‐
ご
①
＆
〕
『
の
“
ロ
〕
ロ
昼
饅
］
一
菌
房
冒
ぐ
①
昌
凰
。
ｅ
冒
凋
四
目
Ｐ
冒

冒
目
の
宮
Ｃ
Ｏ
言
白
日
鱒
ｇ
房
幽
目
冨
冒
目
。
》
曽
田
ｅ
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
な
お
審
か
で
な
い
。

、
１
１
Ｊ
ノ
・
画

４
白
日
鼻
岸
は
、
名
詞
と
し
て
の
こ
の
語
形
以
外
に
は
、
稀
に
過
去
受
動
分
詞
員
目
鼻
四
が
見
ら
れ
る
の
み
で
、
動
詞
形
ａ
日
目
目
は

く
は
全
く
現
わ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ぐ
目
呉
一
は
、
国
亘
副
創
よ
り
生
じ
た
名
詞
形
と
見
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
名
詞
目
鼻
』

に
接
頭
字
急
‐
を
附
し
た
も
の
と
見
る
べ
く
、
そ
の
場
合
も
、
「
日
鼻
］
（
Ｉ
目
且
ゞ
○
℃
目
○
口
》
旨
目
①
Ｈ
ぃ
国
且
冒
輌
）
を
離
れ
た
」
の
意
と
解
す

る
よ
り
も
「
種
々
な
日
胃
禺
あ
る
」
の
意
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
思
い
惑
っ
て
考
え
が
一
つ
に
決
ま
ら
ぬ
状
態
を
ａ
‐
白
目
』

一
一

な
ど
の
合
成
語
と
し
て

や
、

「
ど
活
（
ノ
な
ん
だ
ろ
》
フ
か
」
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そ
の
例
の
最
も
多
い
の
は
㈹
と
③
と
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
名
詞
ご
自
底
Ｃ
Ｏ
菌
と
冨
房
厨
と
が
並
挙
さ
れ
（
の
ぎ
四
＄
』
シ
巨
忠

な
ど
）
、
動
詞
ぐ
自
国
○
目
鼻
』
と
冒
画
炭
冒
詐
】
と
が
並
挙
さ
れ
る
（
直
接
法
現
在
形
で
口
昌
冒
司
》
鴎
停
旨
騨
］
窃
肋
罫
員
ｇ
｝
旨
ｇ
》

目
印
獣
も
．
］
Ｓ
な
ど
。
願
望
法
で
叩
ご
函
囲
〕
不
定
体
で
の
プ
、
閉
Ｃ
》
揚
胃
』
窓
な
ど
、
過
去
受
動
分
詞
形
で
の
昌
忠
｝
等
々
）
ほ
か
、
ぐ
冒
置
‐

０
８
旨
と
冨
己
台
目
（
三
国
扇
〉
炉
】
自
画
な
ど
）
、
割
『
①
○
房
旨
８
日
と
冨
己
台
目
（
留
日
◎
）
が
並
令
へ
挙
げ
ら
れ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
否

定
形
目
ｇ
旨
旨
Ｃ
Ｏ
目
と
《
］
陦
冨
己
合
創
と
が
並
識
へ
挙
げ
ら
れ
⑮
』
一
震
）
た
り
、
二
語
が
合
成
語
と
さ
れ
（
冒
回
］
目
‐
ぐ
①
。
旨
○
の
亘
‐
切
沙
且
。
‐

い
ぃ
』
旨
自
ら
た
り
す
る
例
を
随
所
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

り
ぐ
目
鼻
〕
は
常
に
⑥
厨
房
目
と
あ
い
伴
っ
て
現
わ
れ
（
圃
目
冒
乱
ぐ
目
騨
武
乱
》
己
巨
ｇ
』
｝
巨
鯉
》
昌
巨
再
冒
旨
弓
岸
戸
〕
〕

Ｉ
ご
｝
、
弓
的
貫
く
］
臼
ゞ
ｇ
ｏ
一
島
国
厨
房
目
島
倒
壽
罰
目
島
』
⑳
旨
隠
ご
一
つ
の
例
外
も
無
い
。

仰
と
⑤
も
並
挙
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
ｇ
ｇ
ａ
。
旨
。
。
｝
〕
○
ぐ
噌
庁
農
鼻
一
国
日
冨
曹
。
ゞ
ご
自
己
１
昌
畠
雪
Ⅱ
少
］
ぐ
国
Ｃ
ｌ
自
ら
｝
ロ
営
隠
吟

旨
』
鵠
⑳
』
の
甘
・
芹
甘
口
沙
乱
ｏ
展
。
§
ｏ
ぐ
冒
肖
呉
芦
四
百
昏
閏
鳥
鼻
冨
冒
困
冒
の
叩
屋
号
騨
旨
目
の
”
ロ
・
ロ
旨
ら
』
旨
冨
器
）
。
二
語
が
合
成
語
を
成
し
て

い
る
例
も
あ
る
含
ｏ
旨
。
。
冨
冨
昏
騨
冒
冨
昏
画
、
秒
冒
》
己
］
目
麗
》
し
旨
賠
巴
。
⑧
と
⑤
と
の
並
挙
言
眉
脚
日
電
の
芹
冒
冨
房
目
ぐ
頓
薗
冨
‐

昏
騨
日
冨
昏
倒
〕
ロ
』
愚
認
）
や
⑤
の
否
定
と
⑥
の
否
定
と
の
対
応
（
昌
畠
誤
）
も
見
出
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
多
く
の
例
か
ら
、
㈹
③
④
⑤
㈹
が
ほ
と
ん
ど
シ
ノ
ニ
マ
ス
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
時

、
Ｕ

に
は
、
厨
房
目
か
ら
し
て
ａ
ｇ
嵐
○
○
厨
が
生
ず
る
（
菌
房
目
さ
ご
層
騨
言
蝕
急
。
旨
。
。
目
》
】
同
ｇ
ｏ
）
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
が
、
一
方

で
厨
房
園
昌
一
『
①
吾
幽
己
①
ご
目
匡
○
号
山
口
恵
国
風
属
国
題
．
の
冒
怠
○
）
と
も
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
例
に
重
要
な
意
味
は
認
め

ら
れ
ま
い
。
シ
ノ
ニ
マ
ス
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
諸
語
に
通
ず
る
語
義
「
疑
」
は
「
怪
し
む
」
「
う
た
ぐ
る
」
「
ま
こ
と
と
思
わ

ぬ
」
「
信
ぜ
ぬ
」
の
意
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
惑
う
」
「
ま
よ
う
」
「
決
す
る
こ
と
が
で
き
遅
「
考
え
が
一
つ
に
定
ま
ら
座
の
意
で
あ
る
こ

と
は
、
上
述
の
各
語
の
原
義
か
ら
も
知
ら
れ
、
の
ち
の
論
蔵
の
釈
義
（
ロ
冨
宅
・
閉
、
］
鴎
〕
劃
９
℃
由
設
》
患
一
・
の
汀
・
）
の
中
で
き
の
冒
塑
冨

三
様
に
ま
ど
う
こ
と
）
、
身
＆
ロ
ロ
噌
昌
四
（
二
路
に
ま
ど
う
こ
と
）
、
四
目
①
］
臼
昌
の
品
幽
富
（
一
つ
の
立
場
を
と
る
こ
と
が
で
き
ぬ
こ
と
）
な
ど
と
解
さ
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疑
の
対
象
と
な
る
の
は
、
時
に
は
「
如
来
」
（
ロ
旨
匡
⑤
》
ｍ
ご
］
臼
）
で
あ
り
、
時
に
は
如
来
の
「
正
法
」
（
疹
豈
］
昼
）
で
あ
り
、
時
に

は
「
師
（
佛
）
と
法
と
学
処
」
（
己
昌
鵠
、
〕
旨
自
白
）
で
あ
り
、
時
に
は
「
佛
・
法
・
僧
．
〔
八
正
〕
道
（
日
四
謁
四
）
・
〔
中
〕
道
（
富
号
騨
‐

３
）
」
ｅ
』
昌
置
ゞ
鈩
陸
ご
）
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
「
過
去
世
・
未
来
世
・
現
在
世
」
が
（
ご
昌
国
『
）
、
ま
た
時
に
は
隠
馬
蔵
・
広

長
舌
の
「
二
つ
の
大
人
相
」
が
（
目
〕
巨
呂
ゞ
旨
量
］
圏
》
の
ロ
己
．
Ｓ
『
）
疑
惑
の
対
象
と
な
る
。
「
一
切
の
善
法
」
に
対
し
て
疑
惑
が
も
た
れ

る
（
旨
目
四
囲
》
旨
鵠
消
）
巨
岳
）
こ
と
も
あ
る
。
総
じ
て
「
疑
い
を
生
ず
べ
き
種
々
様
々
な
法
」
（
騨
己
の
富
ぐ
賃
３
戸
目
唇
騨
薗
昌
乱
旦
冒
‐

そ
れ
は
有
身
見
（
の
鳥
目
冒
口
黛
冒
）
．
戒
禁
取
（
巴
』
各
９
国
君
国
日
似
切
騨
）
と
共
に
三
結
（
の
日
昌
。
〕
９
脚
日
）
の
一
で
あ
り
（
旨
邑
』
ロ
陸
愚
岳
》

①
庁
。
．
）
、
，
有
身
見
．
戒
禁
取
・
欲
貧
（
圃
日
胃
幽
盟
あ
る
い
は
圃
日
Ｐ
８
ｇ
且
幽
）
・
順
（
ぐ
颪
も
且
騨
）
と
共
に
五
下
分
結
（
宅
昌
ｏ
害
ｃ
国
冒
９
週
冒
冒

。
’
■

、
月
曼
。
」
Ｐ
目
昌
）
の
一
つ
で
あ
り
（
旨
臆
篭
』
ロ
昌
鴎
吟
）
、
欲
負
（
圃
日
圏
。
ｏ
目
且
鱒
）
・
瞑
（
く
乱
己
且
騨
）
・
惜
沈
睡
眠
（
昏
目
鱒
‐
且
量
目
）
・
棹

挙
悪
作
（
匡
呂
ｇ
ｏ
３
‐
冒
匡
肉
月
８
）
と
共
に
五
支
（
禺
拓
四
日
、
の
一
忠
》
昌
邑
程
）
あ
る
い
は
五
蓋
（
日
ぐ
自
画
冒
騨
巳
、
瀕
幽
の
一
っ
て
あ
り
、

欲
負
（
圃
目
冑
凋
騨
）
・
順
（
己
騨
詩
冨
）
・
見
（
口
黛
ご
）
・
慢
（
日
脚
目
）
・
有
負
（
ｇ
煙
く
胃
凋
騨
）
・
無
明
（
沙
嵐
謡
）
と
共
に
七
随
眠
（
沙
目
い
畠
騨
ゞ

ロ
昌
闇
ら
の
一
で
あ
り
、
あ
る
い
は
七
結
（
“
昌
曼
。
］
“
目
巳
）
の
一
で
あ
る
（
こ
の
場
合
は
第
一
項
は
愛
脚
目
』
巨
四
冒
自
〕
旨
い
豊
で
あ
り
、
ま

た
は
負
風
盟
》
旨
巨
ｇ
で
あ
る
）
。
あ
る
い
は
ま
た
十
一
の
心
の
随
煩
悩
（
。
艮
幽
、
“
騨
息
農
置
］
。
⑳
抑
』
旨
旨
］
忠
１
日
）
の
一
と
さ
れ
る
こ
と

〃
砿
Ｕ
圭
価
｝
マ
（
》
０

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
、
北
伝
阿
毘
達
磨
・
大
乗
諭
書
の
中
の
解
釈
（
水
野
『
心
識
論
」

ト
訳
語
（
①
応
．
圃
且
汽
閏
Ｉ
ｍ
ｏ
冒
副
》
く
目
昌
Ｉ
言
旦
召
扇
）
な
ど
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

た
だ
、
煩
悩
法
と
し
て
の
あ
る
い
は
心
所
法
と
し
て
の
「
疑
」
は
、
常
に
ぐ
目
冨
８
厨
で

い
ら
れ
な
い
。

三

で
あ
っ
て
、

五
八
八
’
五
九
二
・
ヘ
ー
ジ
参
照
）
や
チ
ベ
ヅ

け
っ
し
て
そ
れ
以
外
の
語
は
用

ワ1
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日
舞
目
》
琵
昌
器
』
〕
司
晟
）
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
疑
は
「
越
え
渡
（
３
国
は
ゞ
普
望
Ｐ
１
国
用
目
》
ｑ
Ｑ
］
も
）
」
ら
る
、
へ
き
も
の
で
あ
る
。
「
棄
て
念
且
昏
昌
あ
昌
画
畠
．
昇
皀
臼
）
」

ら
る
ゞ
へ
き
も
の
で
あ
り
、
「
断
た
（
く
旨
騨
ロ
騨
武
ゞ
瞬
旨
匿
巴
」
る
ゞ
へ
き
も
の
で
あ
り
、
「
制
せ
つ
『
旨
昌
勢
威
》
自
侭
い
』
国
岸
野
〕
訊
巴
」
ら
る
、
へ

き
も
の
で
あ
り
、
「
除
か
（
冒
嘗
訓
冒
８
３
．
鈩
弓
］
圏
》
・
く
息
）
」
る
、
へ
き
も
の
で
あ
り
、
「
断
ぜ
ら
（
。
ご
言
冨
Ｈ
ｇ
、
乱
、
陣
〕
雪
）
」
る
、
へ
き

冠
四
Ｈ
，
尉
○
包
蓉
①
汁
一
》
己
邑
］
心
④
）
０

法
を
さ
と
り
（
ｇ
両
国
豊
）
法
を
知
る
（
ぐ
且
の
丘
）
こ
と
に
よ
っ
て
疑
は
消
え
去
る
（
畠
冒
勵
武
）
し
（
ｇ
］
も
）
、
義
（
四
茸
冒
）
を
知
る

（
昌
副
は
）
こ
と
に
よ
っ
て
（
留
認
）
あ
る
い
は
理
を
説
き
明
か
す
３
曲
廊
胃
。
ご
肋
昌
己
呂
）
こ
と
に
よ
っ
て
疑
は
制
せ
つ
目
畠
昌
）
ら

れ
る
。
正
慧
（
い
“
日
日
動
弓
勵
副
）
に
よ
っ
て
見
る
者
は
疑
を
捨
て
る
（
鈩
届
ｇ
）
。
疑
が
断
ぜ
ら
れ
る
時
は
覚
知
舎
且
〔
旨
）
が
増
す
（
目
侭

計
）
。
疑
無
き
者
は
不
‐
動
（
目
の
］
騨
．
陣
】
閏
』
合
ご
て
あ
り
、
心
の
荒
蕪
が
無
い
（
鳥
目
騨
吻
。
ら
ご
。
疑
を
棄
て
て
人
は
心
を
浄
め
る
（
。
冒
騨
ョ

「
疑
う
（
菌
嶌
冒
は
ゞ
国
。
旨
８
菌
は
）
」
の
画
ミ
。
ミ
ミ
は
閏
呂
騨
冨
は
窃
目
息
と
』
且
巨
冒
ロ
○
○
四
首
】
の
四
目
扇
の
己
凹
は
ｅ
巨
急
．
シ
旨

隠
Ｐ
ｇ
や
』
Ｓ
》
の
甘
）
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
信
ず
る
」
と
訳
さ
れ
る
語
で
あ
る
が
、
「
疑
」
の
内
容
が
右
に
述
べ
た
ご
と
き
も
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
「
信
」
の
内
容
も
、
正
し
い
覚
知
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
れ
こ
れ
と
思
い
惑
う
こ
と
の
な
く
な
っ
た
状

態
、
心
の
動
揺
や
お
そ
れ
が
な
く
な
り
も
の
ご
と
を
確
信
を
も
っ
て
了
解
す
る
に
至
っ
た
状
態
、
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
ま
た
「
信
解
」
「
勝
解
」
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
四
目
目
ｐ
ｏ
ｏ
鼻
罵
且
巨
目
口
妥
・
且
冨
目
ｏ
罵
冨
の
川
例
や

語
義
の
検
討
か
ら
も
支
証
を
得
ら
れ
る
と
思
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
を
得
た
い
。

も
の
で
主
の
る
。

ソソ
富ｰ


